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デ ザ イ ン ・マ ネ ー ジ メ ン ト小 史
ア ー ト ・デ ィ レ ク シ ョ ンか らC.1.まで
中 西 徹
1959年,関西意 匠学 会 は誕生 します。翌,1960年は東京 で世界デザ イ ン会
議が開かれたこ ともあって,『デザ イン ・イヤー』 と呼ばれた年で あ りま した。
言 わば,1959・1960年は戦後15年,昂揚 をつづ けて きたデザ イン活動 が一つの
頂点 に達 した時期 セあ りました。その ような背景 の中に我 々の学会は誕生 した
のであ ります。
では,戦 後のデザイ ン活動 は何時頃か ら始 まったので しょう。私 は1951年を
ス ター トの年 と します。 と言 うのは,こ の年4月,戦 後 の象徴 で あったマ ッ
カーサ ー元師が解任 されてお ります。 また9月 にはサ ンフラ ンシスコ講和会議
で平和条約 が締結 されジ同時 に 日米安 保条約 が結 ばれ ました。 もはや戦後 は
終 った と言 う声が聞かれた年で もあ りま した。それ を裏づ ける事柄 として,木.
炭が 自由販売 とな り,魚 と衣料 品の統制が撤廃 され,ま た煙草 の家庭配給制度
も廃止 され てお ります。つ ま り,戦 中 ・戦後 の統制経済にやっ と廃止 の機運が
お とずれ,自 由経済への道が見え始 めた年で あ りま した。そ もそ も,デ ザイ ン
は自由経済 の落 し子であ り,自 由経 済の下 に成長す るものであ ります 。それ を
裏づけるか の如 く,デ ザ イン界は一気 に堰 を切 って世の中 にお どり出 ます。先
ず,日 宣美JapanAdvertisingArtistClubが結成 され,そ の第1回 展が この年
に開催 されてい ます。 また二科展に商業美術部 門が設置 されたの もこの年です。
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ラジオの民 間放送が開始。 日本航空 が設立。黒沢 明の 「羅生門」がベ ニス映
画祭 でグ ランプ リを受賞 したの もこの年です。 また レイモ ン ド「・ロー ウィが来
日。 口紅 より機 関車 まですべてデザイ ンの産物 であることを日本 の大衆 に深 く
1印象づ け ました。 そ レて,当 時 は破格 のデザ イン料 を払 った と言 うこ とで話題
になった ピースのデザ インをお土産 において帰 りました。それ までは,意 匠 と
か図案 とか,あ るい はまた商業美術 の名で呼 ばれていた ものを,一 言でズバ リ,
デザ インと言 う言葉 を日本大衆に広 く,ま た深 く植 えつ けたのが レイモ ン ド ・
ローウィです。それが1951年であ り,戦後のデザ イン活動 開始の年であ りま した。
つ づい て,1952年,ア ド ・アー ト ・デ ィ レクター ズ ・ク ラブ(ADC)が 結
成 され ます。
1953年にはデザイ ン学会,日 本流行色協会,新 商業美術 会,全 日本広告連盟,
グラフィ ック集 団などが結成 されてお ります。 また グラフィック ・デザ イ ンの
展覧 もさかんにな り,亀 倉雄策グラフ ィック ・デザ イン展,欧 米商業美術展,
第1回 商業美術展,早 川良雄 ・泉茂 ・山城隆一作 品展 な どが 開催 されてい ます。
1954年には毎 日新聞社 主催 「毎 日産業デザイ ン展」が始 ま り,京 都工芸繊維
大学 に意匠工芸科が設置 されたの もこの年です。
1955年は神武景気 と言 われた年です。 この頃か らグラフ ィック ・デザイ ン分
野 に一歩遅れ をとっていたプロダク ト ・デザ イ ン分野の活動 も活発になって き
ます。
1957年,綜合デザ イン協会(DAS)が 発足 し,剣 持勇デザ イン研究所が創立,
柳宗理 工業デ ザ イ ン展 が開かれ てい ます。 また,こ の年,グ ッ ド・デザ イン
マ ーク,通 称 「G、マーク」が選定 され ました。
1958年,通産 省にデザ イ ン課 が設置。JETROにもデザ イン課が置 かれ るな
ど,行 政面 に もデザ インが重要視 され は じめ ます。
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そ して,1960年,遂にデザイ ン ・イヤ ーを迎え ます 。
以上 のように,戦 後15年,急速 にデザ イン界は活発化 し,特 に,当 時の グラ
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フィ ック ・デザイ ン界 は百花斉放。デザイナー達 は我が世の春 を謳歌 してお り
ました。
しか し乍 ら,彼 等 のデザ イ ン処理の技法,あ るいはデザ インについての認識
は戦前 と少 しも変 る とこ ろはあ りませ んで した。つ ま り,彼 等 はグ ラフィ ッ
ク ・デザ イ ンについてのオールマ イテ ィの クラフ トマ ンで あると自負 し,自 分
自身で想 を練 り,自 分で絵 を描 き,自 分 自身でコ ピー を考 え,勿 論,自 分 自身
で レイアウ トを して作 品 を完成 して いま した。 この ような千手観音式 のデザ イ
ナーに対す る反省 は早 くか ら生 れてお りま した。特 に,グ ラフ ィック ・デザ イ
ンの中に戦後,顕 著 に参加 して きたフ ォ ト・グラフィの扱 いにつ いて 問題が大
きくなったこ とも反省の材料の一つ で した。
さきのデザ イ ン小史の中の1952年,アド・アー ト・デ ィレク ターズ ・クラブ
の誕生がそれです。 しか し,そ の誕生 当時 の様子 は,ク ラブの発起 人たちの言
うような有様で した。「ア ド ・アー ト ・デ ィレクターズ ・クラブはア ド ・デ ィ
レクターの存在 を前提す るに も拘 らず,当 時 はア ド・ディ レクター と言 う言葉
す ら知 らない人が多いのが現状であ り,極 論 すれば,日 本 にはア ド ・アー ト ・
デ ィレクターは存 在 しない と言 って も大 した誤 りがない。」 と黒須 田伸 次郎 は
言い ます。 また新井静 一郎 は 厂経営者 と表現技術者 との問 にあ る断層 を埋め,
経営 に表現 を与 えると言 う広告 の本格的主題 に取 り組 もうとす るのが アー ト・
デ ィレクターなのであ る」 と言 い ます。 また川崎民昌 は 「原始 的で あった広告
界 は,近 年 になって,い よい よ多種 多様 に量 と質の面で拡 大され,ま す ます精
密 な解答 を求 め られる ように なったため」「アメ リカ ・カナ ダの アー ト・デ ィ
レクター制度 が果 して 日本の広告界に直 ちに即応で き得る ものではないだろ う
が,と にか く範 を求 め,学 ばね哄な らないの も当然 だ と思 う。」 この よ うに し
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て,ア ド・アー トデ ィレクシ ョンが 日本に迎 え られま した。
しか し乍 ら,本 来,経 営意 志の表現者 で ある筈 の ア ド・アー ト ・デ ィレク
ターが,日 本では複雑化 されたデザ イン技術 の単 なる調整者であ るとい う役割
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になってい ま した。従 って,ア ー ト ・デ ィレク ターは本来デザ インの制策者 で
ある筈で した魁 日本では彼等 はデザ インの製作者 に とどま6て い ました。つ
まり,ア ー ト ・デ ィレクターが本来デザイ ンの制策者 と してデザ イン ・ポ リシ
イを推進する役 割 をする人であると言 う認識が欠 けてお りま した。が,一 方ア
メ リカや カナ ダではデザ イ ン ・ポ リシイが着 々 と実現 されてい ました。す なわ
ち,1955年,アメ リカ合衆 国 のニュー ヨー ク ・ニ ューヘ ブ ン ビアン ド ・ハ ト
フ ォー ド ・レイル ウエイカ ンパニ イは見事 なデザ インポ リシイに依 って会杜の
リ ・ニ ュアール を遂げてお ります。当時の社長P・ マ ックスギニスのデ ィレク
シ ョンの下で,プ ロダク トデザ イナーのフロー レンス ・zル,グ ラフ ィック ・
デザ イナーの ハーバー ド ・マ ター,建 築 家の ミノル ・ヤ マサキ,及 びマ ルセ
ル ・プロイヤ ーが 参加 してい ます。 まず,古 めか しく,長 った ら しい社 名 を
NHと 変え,旧 社名 を筆記体 で長 々と,ま た解 り難 くく書いてい たロゴタイプ
を明解 なゴ シク文 字でNHと 書 き改め ま した。そ のほか,列 車の ボデイデザ
イ ン,駅 舎の建 築,ス テーシ ョナ リイ ・パ ブ リシテ ィまで,一 見 してNHカ
ンパニイであるこ とが解 るように表現 され ました。 この場合,デ ザ イン ・ポ リ
シイとは一つ の組織体が個 々の製品だけで はな く,ず っ と大 きな観点か ら,そ
の組織体 に属す るあ らゆ るデザイ ンを一貫 した計 画性 の もとに発展 させ ようと
する強力なデザ イ ン推進策である と見 ることがで きます。 デザ イ ン ・ポ リシイ
の典型 ど して,既 述 のNH鉄 道 のほか,タ イプ ライ ターのオ リベ ッテ ィ社 や
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カナデ ィアン ・パ シフィ ック社等があ ります。
しか し乍 ら,日 本で は遂に今 日までデザ イン ・ポ リシイの面で欧米の各社 に
追随する会社 は現れ ませ んで した。 と言 うのは,ま ず,経 営者達がデザ イン ・
ポ リシイを単 なるデザ インの技術上の問題 として捉 え,経 営戦略の問題 として
捉 えなかった ことに起因 します。
1970年,大阪千里丘陵で 日本で始めて国際博 覧会が 開催 されま した。そ して,
企業 は一斉 に海外 に目を向け,デ ザ イン界に も海外 のデザ イ ン技法が続 々 と紹
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介 され ました。 その一つがC.1.(コォポ レーシ ョン ・アイデンティテ ィ)と 言
う手法です 。C.1.と言 うと日本では,今 日で もコォポ レーシ ョン ・イメージの
頭文字で ある と理解す る人が多 く,更 にC.1.とは社章や ロゴタイプ を革新 す
ることである と認識す る人が大部分 です。 しか し,そ れは本来デザ イン ・ポ リ
シイの一環 である ものです。C.1.がデザ イン ・ポ リシイ と異 なる点 は,デ ザ イ
ン ・ポ リシイが デザ インの表現 面にウエ イ トを置いているのに対 し,C.1.は経
営姿勢 の面 にウエ イ トを置いている点です。 この ことは,ま た後程更 に詳 しく
ふれ ること といた しま して,日 本においてC.1.が受 け入れ られ た過 程 にふれ
てみ る ことと します。1960年代,日 本経 済 は高度成長 を遂げ,1968年,明治
100年を迎 え る頃 には遂 に国民総生 産(GNP)が 世界第2位 とな ります。経済
の高度成長 の波 に乗 り,企 業 も急速 に肥大化 して行 きます 。まず製 品が多種 に
及 び,ま た一企業が多業種にわたる業態 を経営 し,組 織化 して きます。 た とえ
ば凍 急 こと東京急行電鉄株式会社 は,単 に関東西南部地域 に電鉄 を経営す るだ
けではな く,バ ス会社,タ クシー会社,汽 船会社,航 空会社 な どあ らゆる交通
業 に手 を染 める一方,百 貨店,量 販店,フ ァシ ョンビル等 を経営 し,更 にホテ
ル業,ゴ ルフ場 ・スキー場等の レジ ャー産業 に も手 を伸 ば し,ま た不動 産 ・建
築業 も手か ける と言 うマ ンモス ・コ ォポ レーシ ョンです。 この ように,業 態が
多岐にわた り,製 品が多種 に及ぶ と,消 費者 は一見 して,そ の製 品が 東急 の も
のであるこ とが解 らず,そ の会社 が卑急 の系列で あることも理解で きませ ん。
これは,ほ んの一例ですが,日 本の企業 の中には東急の ようなマ ンモス化 した
企業がつ ぎつ ぎと誕生 して,経 営者 として も自己企業の組織強化 のために何等
かの手 を打 つ必要 に迫 られ ました。その一手段 と してC.1.が歓迎 され たので
す。
そ して,1972年,中井幸一の指導 の もとで東急 グループの統一 マークが作 ら
れ ま した。 「東 急 グル ープの統合 イメージ と事業 理念 を表 したマ ークを制定 ・
使用す るこ とによ り,外 部に対 しては,複 合企業集団 と しての結束 力を示 し,
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信頼 の象徴 とする とともに,グ ループの内部 に対 しては,グ ループの構成員の
一体 感 を助成 して,東 急 グループの発展 に役立 て ようとす る もので ある。」 と
5)
言 う趣 旨の もとに統一 マークが制定 され ま した 。そ して,こ のマークの色 は,
交通 グル ープが橙色,健 康 産業 グル ープが黄色,流 通 グループが青色,開 発 グ
ループが緑色,統 合 マー クは赤色 ζするな ど,ま こ とに きめこまかいマニュア
ル も作 られてい ます。 この場合,中 井幸一 はC.1.(コォポ レー ト・イメージ)
を確立す るのだ と意気込 んで当 りま したが,結 果 はただマ ークの制定 に終って
い ます。
丁 度その年,1972年,デザ イ ン理論 ・第11巻に 「デ ザ イン ・コ ォデ ィネー
シ ョン」 と言 う小論 を私が発表 し,1971年には中西元男 ・小松紘行 ・成田茂 ・
寺本義也共著 の 「経営戦略 としてのデザ イン統合」が 出版 されてい ます。
コォポ レーシ ョン ・アイデンテ ィテ ィとは直訳す ると 「企業統合」 であ りま
すが,前 掲書 に依 ります と,「企業の あらゆる活動,あ らゆ る部分 を同一 の企
業 に属する もので ある と認識 し合い,他 の企業 とはっき り識別 ・認識 するこ と
だ。」 と言 い,「そのためには企業像(コ ォポ レーシ ョン ・イメージ)を 確立す
るにほかな らない。」 と書 い ます。
さて,こ こで言 うコ ォポ レー ト ・アイデ ンテ ィテ ィの確立 とは形而上 の問題
であ り,コ ォポ レー ト・イメージの確立 とは形而下の問題です。人々に とって
形而上の蘭題 は難解で あ り,な るべ く避 けて通 ろうとす る問題です。それに反
し形而下の問題 はよ り具体的であ り,客 観的であ り,人 々 にとって解 り易 い問
題です。
従 って,コ ォポ レー ト・アイデ ンテ ィティが叫 ばれて久 しいのですが,誰 も
コ ォポ レー ト・アイデ ンテ ィテ ィに真正面か ら取 り組 もうとせず,常 にコ ォポ
レー ト ・イメージの確立の方 に走 り,更 に短絡 して社章や ロゴ タイプの制定が
コ ォポ レー ト・アイデ ンテ ィテ ィだ と思 うようになって行 きました。
1973年,オイルシ ョックが訪れ,10年間つづいて来た高度経 済成長 もここで
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急 ブレーキがかか ります。 そ して,企 業 は よりシ ビアな競 争 を国の内外 におい
て強い られ るようにな りました。そ こで,第2のC.1.ブ ームが到 来 します。
以上,足 早やに戦後 のグラフィ ック ・デザ イ ンと企業 との係 り合 い方 を見て
まい りましたが,商 品の告示 ・広告にだけたず さわっていたデザイ ンが企業 そ
の もの を対 象 と したデザ イ ンで なけければな らぬこ とに目を開 きだ した ことが
わか ります 。 しか し乍 ら,デ ザ インが企 業の精神,あ るい は企業の持つ独特 の
価値観の代 弁者 とな り得 たか と言 うと,な かなか其処 まで に到達 していない と
言 うのが現状 です。
これには,企 業側 に も責任があ ります。
先 にもふれ ま した とお り,オ イルシ ョック以後,あ るい は貿易摩擦 が顕著に
なった時か ら,企 業 につ いて第一 に求め られたのは企業の競争力で した。勿論,
それは国際的な視野 に立 っての競争力で したが,競 争 に勝つために は競 争者 と
の差別が問題化 され ました。 まず、企業の差 別化 を技術力 ・生産力 ・販売力あ
るいは研究 開発力に求 め ましたが,企 業の技術力 ・生産力 ・販売力あるいは研
究 開発力が行 きつ く所 まで きます と,も はや企業 間の差別意識 は無 くな って し
まいます。そ こで,企 業 は製品や商品 に差別化 を求めることを超えて,企 業そ
の ものの差 別 を意識 し始 め ます。企業その ものの差別化 とは企業の精神あ るい
は,企 業の体質 と言われる ものです。 この企業の精神 とか,企 業の体質 と言わ
れるものは,企 業 自身が持つ哲学 とか価 値観 に よって醸成 され るものです。が,
企業の哲学 とか価値観 は往 々,企 業の創業者のパー ソナ リテ ィに依 ることが多
く,家 訓 ・社訓 ・社 是 と言 う形で伝 えられて来 ました。 しか し,そ れ らは大方,
倫理的,啓 蒙的な ものが多 く,ま た殆ん どが社 内向けに作 られていて,社 外一
般 に通用す るものではあ りませ んで した。
今 日求め られてい る企業 の哲学,企 業の価 値観 は企業内 だけの もので はな く,
む しろ企業外 に向け られる もので なければな りません。す なわち,我 が社 はこ
のような哲 学 を持 ち,こ の ような価値 を最 も尊び ます,と 外 に向 って大 々的 に
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孝明する必要があるのです。その企業の考え方,企 業の物の見方こそ,企業の
独 自性 を表明 し,従 って他企業 との差別感 を明瞭にす ることがで きるのです。
この ことが,コ ォポ レー ト・アイデ ンテ ィテ ィの確立 と言 うこ とで あ ります。
そ して,企 業 の独特 な考 え方,企 業独 自な物の見方,す なわち,企 業哲学,企
業の価値観が デザ インと して表現 されることによ り独特 な企業像 を確立す るこ
とがで きます。独 特な企業像 の表明 に依 って,益 々他企業 との差別感 を助長す
ることが で きるのです。
今 日,デ ザ イ ン界 に本 当に求め られてい るこ とは,デ ザ イ ン技術 上 のテ ク
ニ ックで はな く,哲 学 とか価値観 を理解 する能力で あろうか と思い ます。
以上,見 て来 ました とお り,デ ザ インは戦後,単 なるグラフ ィヅクの クラフ
トとして捉 えられていたこ とか ら飛躍 し,デ ザ インがデザ イン自身 を自律 的に
管理す ることが要 求され アー ト ・デ ィレクシ ョン,次 に企業 のポ リシ
イによ り管理 され,デ ザ イン ・ポ リシイ,そ して,ま たデザイ ンが企
業戦略の中心 的役割 を与 え られ るようになって,遂 に企業の哲学、企業 の価値
観の確立に まで係 わるようになって来 たのであ ります。すなわち,デ ザ イン管
理 とは,デ ザ インがデザ イン以外 の ものか ら管理 され ると言 うことで はな く,
デザ インが自律的 にデザ イン自身を管理す ることであ り,ま た,デ ザ インの表





2)デ ザイン小史は 「電通広告年鑑」並びに宮島久雄氏編 「近代デザインの展望」展パン
フレットより
3)昭 和29年「宣伝会議」創刊号 「アド・アート・ディレクターの主張」より
4)1972:デザイン理論 ・第it巻筆者筆 「デザイン・コォディネーション」より
5)昭 和47年7月 東急広報委員会議事録
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